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世界初、頭足類のゲノム解読－タコの全ゲノムを解読
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＜論文要旨＞

✔脊椎動物の進化に繋がったと考えられているゲノム重複について、

タコでゲノム重複が起きたという証拠は見つからなかった。

✔タコのゲノムの半分近くは可動遺伝子のトランスポゾンで占められ、

タコは動物界において含有量が多い。多くの可動遺伝子がタコの

神経系で活発に動いている。他の動物では同じ染色体上にある

遺伝子がタコのゲノム上では分散しており、これはトランスポゾン

活動の結果と考えられる。

✔胚発生に関わっているHox遺伝子は、大部分の動物で

はクラスターを成しているが、タコでは断片的に

散らばって存在。これが頭足類の多彩な進化を可能

にしたものと考えられる。

OISTの研究が「Nature」（2015年8月13日版：No. 7564）の表紙に掲載

➡ これまで未知の領域であった頭足類の初のゲノム解読により、
動物の複雑な神経ネットワークや生物進化の研究の進展などにつながる可能性。
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